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学場」の名で呼んで、20 世紀初頭における日本の近代詩と 19 世紀中葉におけるフランスの
近代詩をそうした「文学場」という観点からとらえなおす試みである。 
(キーワード)文学場、日本近代詩、室生犀星、北原白秋、斎藤茂吉  
                           


















                                                  
1 『定本室生犀星全詩集』第１巻、冬樹社、1978 年、64 頁。 
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ところで、この第 2 行には異文があり、1914 年［大 3］4 月の『アララギ』初出形および
1916 年［大 5 ］7 月『感情』再出形では「うつとりうつとりまはる水ぐるま」となっていた。































                                                  
2 北川透『萩原朔太郎〈言語革命〉論』、思潮社、1995 年、219-210 頁、傍点引用者。 
3 異文をめぐる解釈学上の問題については、ペーター・ソンディ「文献学的認識について」、『ヘルダーリン
研究』所収、法政大学出版局、2008 年、1-29 頁を参照。 
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4 吉田精一『現代詩』、學燈社、1953 年、185 頁。 
5 関良一『近代文学注釈大系 近代詩』、有精堂、1963 年、241 頁。分銅淳作も、「うつらうつら、うとうと
などと同じく眠っているような、ものうげな状態を表わす副詞」という、関とよく似た語釈をつけている（『現
代詩評釈』、學燈社、1969 年、123 頁参照）。 
6 伊藤信吉『鑑賞現代詩Ⅱ』、筑摩書房、1966 年、104 頁。 
7 『日本近代文学大系 39 佐藤春夫・室生犀星集』、角川書店、1973 年、231 頁。 






















































                                                  
8 『定本室生犀星全詩集』第１巻、冬樹社、1978 年、564 頁。この初出形では、総ルビがふられていたが、
引用にあたっては省略した。 
9 同上、65 頁。 
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12 この影響については、たとえば那珂太郎『萩原朔太郎その他』、小沢書店、1975 年、43-44 頁を参照。 
13 『定本室生犀星全詩集』第１巻、前掲書、80 頁。 






































































                                                  
14 同上、74 頁。犀星は、「土筆」でも「天の虫」でもそうだが、『抒情小曲集』時代、「シ」音に魅せられて
いたかのようである。「蝉頃」の「いづことしなく／しいいとせみの啼きけり」も想起される。 
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 情小曲集』にさかんに用いられていたことをもういちど想い出しておきたい。 
 




                             （利根の砂山）） 
雲雀ひねもす／うつらうつらと啼けり／うららかに声は桜とむすびつき／桜すんすん伸び
ゆけり20  （「桜と雲雀」） 
すゐすゐたる桜なり／伸びて四月をゆめむ桜なり21 （「前橋公園」） 
砂山に雨の消えゆく音／草もしんしん／海もしんしん22    （「砂山の雨」） 
たふとや、われの生けること／なみだしんしん涌くごとし23 （「永日」） 
すいすい伸ぶる芝草に／ひとりごとしつつ秋をまつなり24  （「秋思」） 
夜夜冷えまさり啼くむしは／わが身のあたり水を噴く／ああ その水さへも凍りて／ふた




んたる炎なり28  （「坂」） 
きんきんと叫びを立て／さうらうとしてわれ歩ゆむ29   （「街にて」） 






                                                                                                                                                      
「うつうつと」が後者の意味をもつ和語系の擬態語のように扱われるようになったというようなことがなか
ったかどうか、などいま気になることもあるが、本稿ではこれ以上ふれることはできない。 
17 『定本室生犀星全詩集』第１巻、前掲書、58 頁。 
18 同上、61 頁。 
19 同上、64 頁。 
20 同上、65 頁。 
21 同上、66 頁。 
22 同上、67 頁。 
23 同上、69 頁。 
24 同上、74 頁。 
25 同上、77 頁。   
26 同上、80 頁。 
27 同上、82 頁。 
28 同上、83 頁。  
29 同上、85 頁。 
30 同上、86 頁。 












































                                                  
31 三好達治は、この詩句について「斬新であった」、そして「我ままな語法であるのが、感覚的に訴えると





















期」（『近代詩十章』、大和書房、1982 年、65-91 頁）のほか、北川透「詩的オノマトペアの無法性 言語革
命期の室生犀星について」（『詩の近代を越えるもの』思潮社、2000 年、154-171 頁）がある。 
上田 　和弘











































めら交（さか）り／かんかんと鐘なりてすずろなり」）。この「春の寺」も「土筆」（1914 年 3 月）や「寂し
き春」（同 4 月）とほぼ同じ時期（同 5 月）に雑誌発表されていたものである。 































                                                  












































（初出未詳、『赤光』では 1913 年［大 2］作とされている） 
(2)うつうつと湿り重たくひさかたの天
あめ
低くして動かざるかも38     （初出未詳、同上） 
(3)狂院に宿りに来つつうつうつと汗かきをれば蜩鳴けり39 










（1917 年［大 6］7月『アララギ』初出、同上） 
                                                  
36 同上、65 頁。初出では「雲雀ひねもす、／うつら、うつら、と啼けり」となっていた（同書 563 頁）。 
37 『日本近代文学大系 43 斎藤茂吉集』、前掲書、57 頁。なお本林勝夫は同書におけるこの歌の注釈で「『う
つうつ』は鬱々」と解している。 
38 同上、58 頁。 
39 同上、261 頁。  
40 同上、246 頁。 
41 同上、285 頁。 
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 (6)うつうつと暑さいきるる病室の壁にむかひて男もだせり42 
（1917 年［大 6］9 月『文章世界』初出、同上） 
 
1914 年［大 3］4 月『アララギ』における犀星の「寂しき春」初出以前に、そしてまたその




























                                                  
42 同上、294 頁。 
43 他方、北原白秋には、1913 年［大 2］12 月『詩歌』に掲載された「鬱々と蚕豆を挘る男あり大麦の穂の







44 品田悦一『斎藤茂吉 異形の短歌』、新潮社、2014 年、169 頁も参照されたい。 
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46 『定本室生犀星全詩集』第１巻、前掲書、562 頁。すでにふれたように、この初出形は 1916 年［大 5 ］
7 月『感情』に再掲されたとき、冒頭第一行のみ削除されたかたちで発表された。 
47 歌人の尾山篤二郎が中心になって金沢で発行されていたこの雑誌については、藤田福夫「雑誌『樹蔭』
について――室生犀星、尾山篤二郎、前田夕暮ら初期作」、『国文学 解釈と教材の研究』1987 年 7 月号、
156-159 頁参照。また、この『樹蔭』に掲載された犀星の詩「滞郷異信」はのちに詩集『青い魚を釣る人』
（1923 年）に収録される。 
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継承――「新体詩抄」から朔太郎まで』、おうふう、1998 年、477 頁も参照されたい。 
51 『定本室生犀星全詩集』第１巻、前掲書、394 頁。この詩は犀星生前の詩集に未収録。 
52 同上、526 頁。この詩は『愛の詩集』（1918 年刊）収載時に口語体に書き改められ、当該詩句も「松竝木
はこうこうとして鳴つてゐた」となる。 
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（1914 年［大 3］1 月『詩歌』初出形） 
(2)一心にさびしくなりてかうかうと行く松かぜを聞きにけるかも54 






















                                                  
53 『日本近代文学大系 斎藤茂吉』、前掲書、192 頁頭注参照。『あらたま』に収められたときに「かがや
けるひとすぢの道遙けくてかうかうと風は吹きゆきにけり」となる。 
54 同上、198 頁頭注参照。『あらたま』収録時に「目をとぢて二人さびしくかうかうと行く松風の音をこそ 









れた連作もある。「一心に」については、『日本近代文学大系 43 斎藤茂吉集』、前掲書、455 頁、補註 299
も参照されたい。 
56 「こうこう（かうかう）と」をめぐる犀星と茂吉との影響関係は三浦仁によっても指摘されている（『室
生犀星 詩業と鑑賞』、前掲書、274 頁）。 
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58 1973 年再刊の『斎藤茂吉全集』第 29 巻（岩波書店）の月報（9-10 頁）に転載再録されたものから引用
した。この茂吉の文章も本林勝夫の前掲論文（156-157 頁）にこれもやや不正確に引用されている。 
上田 　和弘































60 『アララギ』1913 年［大２］2月号、68 頁。 
61 柴生田稔『斎藤茂吉伝』、新潮社、1979 年、304-309 頁。 
62 三好行雄はつぎのように指摘する――「『若菜集』を書きはじめたとき、詩と和歌とを区別する明確な意
識は藤村には無かったのである。［…］『若菜集』の詩的世界が、和歌のことばと声調をその原型として底辺
においていたのは事実である」（『島崎藤村論』筑摩書房、1984 年、13-14 頁）。 
63 犀星は俳句作者として、朔太郎は短歌作者として文学的出発をとげたのち、詩人としてのキャリアをは
じめた。 



















それにしても、日本近代詩の地平に『月に吠える』（1917 年［大 6］2 月）をもってついに萩
原朔太郎来たれり、となるにはまだほんの少し時間がかかるわけだが、さきに引用した「寂
しき春」の『アララギ』初出形（1914 年［大 2］4 月）、さらにその『感情』再録形（1916 年［大
5］2 月）にも残る犀星の詩句「こうこうと利根川は鳴れども」から、朔太郎は、詩「冬の海
の光を感ず」（1917 年［大 6］2 月『感情』初出）における「かうかうと鳴るあの大きな浪の音を
きけ」69という一行をおそらく着想することになる。いうまでもなくこの朔太郎と犀星の詩
の舞台となった『感情』は両者が編輯同人となって発行していた雑誌（1916 年［大 5］6 月創刊）
であった（のちに暮鳥も参加）。 
ところで、白秋も、茂吉の名高い歌二首（1914 年［大 3］１月、2 月）や犀星の詩（同年 4 月）


























69 『萩原朔太郎全集』第１巻、筑摩書房、1986 年、268 頁。 
上田 　和弘



































なり」74という註をそえて 1914 年［大 3］10 月『地上巡礼』に発表した、さきほどの詩「遠
                                                  










（傍点茂吉）と語ったという（『斎藤茂吉選集』第 14 巻「歌論１」、94-95 頁）。この一文はのちに 1919 年
８月刊『童馬漫語』に収録される。 
73 同上、131 頁。 
74 『白秋全集』第 6 巻、356 頁、傍点引用者。 
































                                                  
75 『白秋全集』第 7 巻、107 頁、傍点引用者。 
76 『斎藤茂吉選集』第 14 巻、前掲書、131 頁、傍点引用者。 
77 『白秋全集』第 1 巻、356 頁。『雲母集』収録時に「かうかうと風の吹きしく夕ぐれは金色の木もあはれ
なるかな」となる。なお『雲母集』刊行以前に雑誌掲載された「かうかうと」をふくむ歌はこの『地上巡礼』
掲載の歌のみである。 
78 『白秋全集』第 7 巻、79 頁。 
79 同上、80 頁。この歌は 1914 年 7 月雑誌初出では「からからと今ぞこの世のものならぬ金柑の木に秋風
ぞ吹く」（『白秋全集』第１巻、346 頁参照）となっていたものが、歌集収録のさい「かうかうと…」と修正
された。 
80 『白秋全集』第 7 巻、80 頁。 
81 同上、81 頁。  
82 同上、81 頁。 












































                                                  
85 しかし『日本国語大辞典』にはこの語義の見出し語はない。 
86 今野真二『「言海」を読む』、角川選書、2014 年、117 頁を参照。 
87 『白秋全集』第 6 巻、346 頁。 
88 同上、346 頁。   
89 現在ではこの句は芭蕉作としては存疑句とされているようである。 
90 白秋は「かうかうと」を、このあとも詩集『海豹と雲』（1929 年［昭 4］刊）所収の「白鷺」で「白鷺は、
その一羽、／睡蓮の花を食み、／水を食み、／かうかうとありくなり」（『白秋全集』第 5 巻、31 頁）と用い
ている。 






宰の『朱欒』1912 年［大 1］9 月号と 1913 年［大 2］1 月号に歌を寄せ、白秋は茂吉の拠る『ア


































『短歌』1962 年 1 月号、27-34 頁のほか、藤岡武雄『齋藤茂吉とその周辺』、清水弘文堂、1975 年、268-284
頁および品田悦一『斎藤茂吉』、ミネルヴァ書房、2010 年、200 頁なども参照されたい。 
 
上田 　和弘
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